
「
岡
目
一
目
」

　
「
ク
マ
」
と
呼
ば
れ
た
「
ち

ょ
い
悪
」
が
死
ん
で
三
ヶ
月
た

っ
た
が
、
未
だ
に
巷
で
あ
れ
こ

れ
話
題
に
な
っ
て
い
る
。

　

高
校
一
年
生
の
時
に
、
先
輩

を
撲
っ
て
停
学
を
食
ら
っ
た
。

謹
慎
中
に
書
い
た
反
省
文
が

「
ド
ス
ト
エ
フ
ス
キ
ー
の
『
罪

と
罰
』
を
読
ん
で
」
と
い
う
か

ら
笑
っ
て
し
ま
う
。
多
分
彼
は

読
ん
で
い
な
い
。
先
生
も
吹
き

出
し
た
と
思
う
。

　

困
っ
た
こ
と
に
、
悪
い
こ
と

は
面
白
い
し
、
悪
い
奴
も
ま
た

面
白
い
。
フ
ー
テ
ン
の
寅
さ
ん

は
、
行
く
先
々
で
問
題
を
起
こ

す
が
、
皆
に
好
か
れ
て
国
民
的

人
気
者
に
な
っ
た
。

　

正
し
く
立
派
な
こ
と
を
、
も

っ
と
も
ら
し
く
言
っ
て
い
る
人

の
方
が
、危
う
い
こ
と
も
あ
る
。

今
に
な
っ
て
、
ク
マ
は
実
は
ト

ラ
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思

う
。

　

出
棺
の
時
に
、
同
級
生
た
ち

が
思
わ
ず
「
そ
そ
り
立
ち
た
ー

る
」
と
校
歌
を
歌
っ
た
。
葬
式

で
弔
辞
に
笑
い
が
出
て
、
出
棺

に
校
歌
を
歌
っ
て
も
ら
え
る
奴

は
少
な
い
。
戒
名
は
釋
俊
宴
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

合
掌
。

　

今
夜
は
、
私
も
ボ
ー
ド
レ
ー

ル
の
『
悪
の
華
』
で
も
少
し
読

ん
で
み
よ
う
か
。
そ
れ
と
も
、

ま
し
て
い
わ
ん
や
悪
人
に
於
い

て
を
や
の
「
親
鸞
」
か
。　
　

　
　
　
　
　
〈
ガ
ン
モ
ン
モ
筆
〉

（
一
社
）高
山
市
文
化
協
会
加
盟
団
体

文
化
協
会
後
援
催
事
案
内

第
六
十
六
回
　
全
日
本
写
真
連
盟

飛
騨
支
部
　
支
部
展

◇
日
時　

六
月
十
日（
金
）～
十
二

　

日
（
日
） 

午
前
九
時
～
午
後
六

　

時
（
最
終
日
は
午
後
四
時
三
十

　

分
ま
で
）

◇
会
場　

文
化
会
館
三
階
講
堂

◇
入
場
無
料

◇
同
時
開
催
　
野
中
芳
弘
写
真
展

　
～
ア
ジ
ア
の
少
数
民
族
を
訪
ね

　
て
～

　今年も高山文化フォーラムの季節となりま
した。
　新年歌会始のお題「人」をテーマに、芸
能23団体と展示18団体が、一年の成果を
発表します。お誘いあわせの上、ぜひ文化
会館へお越しください。

◇ 芸能の部 ◇
6月4日（土） 小ホール　午後6時開演

舞踊・長唄・能楽・邦楽など
6月5日（日） 大ホール　午後1時開演

邦楽・洋楽・バレエ・詩吟など
◇ 展示の部 ◇

6月4日（土）・5日（日）
午前9時30分～午後5時（5日は午後4時まで）
版画・写真・生花・盆栽・書道・工芸・文芸など
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芸能と文化展

　

私
た
ち

の
バ
ン
ド

は
、昭
和
四

十
八
年
に
、

当
時
の
高

山
音
楽
連

盟
の
有
志

と
郵
便
局

の
ブ
ル
ー

メ
ー
ル
ズ

と
い
う
バ
ン
ド
が
母
体
と
な
っ
て

発
足
し
、今
年
で
四
十
三
年
目
を

迎
え
ま
し
た
。

　

バ
ン
ド
名
に
「
ス
イ
ン
グ
」と

い
う
こ
と
ば
が
付
い
て
い
ま
す

が
、ス
イ
ン
グ
ジ
ャ
ズ
だ
け
で
な

く
ラ
テ
ン
音
楽
、ポ
ッ
プ
ス
、歌
謡

曲
、ア
ニ
メ
ソ
ン
グ
な
ど
幅
広
い

ジ
ャ
ン
ル
の
曲
を
演
奏
し
て
い
ま

す
。

　

主
な
活
動
は
、二
～
三
年
ご
と

に
開
催
す
る
自
主
公
演
の
他
、毎

年
恒
例
の
陣
屋
前
夜
市
で
の
演

奏
、ス
ト
リ
ー
ト
ジ
ャ
ズ
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
、福
祉
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
そ
の
他
各
種
イ
ベ
ン
ト
に
出
演

し
て
い
ま
す
。

　

メ
ン
バ
ー
は
二
十
三
名
（
内
女

性
九
名
）で
、年
齢
層
は
二
十
代
～

六
十
代
と
幅
広
く
、家
族
の
よ
う

に
楽
し
く
活
動
し
て
い
ま
す
。　

　

現
在
、ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト
、テ
ナ
ー

サ
ッ
ク
ス
、パ
ー
カ
ッ
シ
ョ
ン
を

募
集
し
て
い
ま
す
。興
味
の
あ
る

方
は
ぜ
ひ
気
軽
に
連
絡
し
て
く
だ

さ
い
。（090-6769-1257

蒲
）

【 

高
山
ス
イ
ン
グ
エ
コ
ー
】

文
化
協
会

加
盟
団
体
紹
介

代
表

蒲
　
昭
典

　

高
山
市
文
化
協
会
で
は
、
文
化

会
館
で
初
心
者
向
け
の
講
座
を
開

講
し
ま
す
。

　

お
申
し
込
み
は
文
化
会
館
窓
口

に
て
。
郵
送
又
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
お
申

し
込
み
の
場
合
は
、
住
所
・
氏
名
・

電
話
番
号
・
講
座
名
を
明
記
の
上
、

以
下
へ
お
送
り
く
だ
さ
い
。

◇
申
込
先　

〒
五
〇
六
‐
〇
〇
五
三

　

昭
和
町
一
‐
一
八
八
‐
一　

　
（
一
社
）
高
山
市
文
化
協
会

　

Ｆ
Ａ
Ｘ
三
四
‐
六
八
七
七

［
楽
し
い
詩
吟
］

　

漢
詩
・
短
歌
・
俳
句
な
ど
、
古

今
の
名
詩
を
吟
詠
し
ま
す
。
腹
か

ら
声
を
出
す
こ
と
で
、
ス
ト
レ
ス

解
消
、
健
康
に
よ
く
、
人
生
が
楽

し
く
な
り
ま
す
。

◇
日
程　

七
月
か
ら
五
回
（
金
曜

　

夜
）

◇
費
用　

無
料

◇
講
師　

暁
友
会
飛
騨
本
部
よ
り

◇
締
切　

六
月
末
日

［
民
踊
・
新
舞
踊
］

　

飛
騨
の
民
踊
を
は
じ
め
、
全
国

の
民
踊
及
び
新
舞
踊
を
楽
し
く
指

導
し
ま
す
。

◇
日
程　

九
月
か
ら
八
回（
夜
間
）

◇
費
用　

無
料

◇
講
師　

豊
飛
会
よ
り

◇
締
切　

八
月
十
五
日
（
月
）

［
初
め
て
の
日
本
画
］

　

初
心
者
に
制
作
工
程
を
細
か
く

丁
寧
に
指
導
し
ま
す
。
作
品
を
一

点
作
り
ま
す
。

◇
日
程　

九
月
か
ら
四
回（
昼
間
）

◇
費
用　

三
～
四
千
円（
材
料
費
）

◇
講
師　

北
平
真
由
美
（
協
会
役

　

員
）

◇
締
切　

七
月
末
日

［
現
代
津
軽
三
味
線
］

　

現
代
的
な
旋
律
を
解
り
や
す
く

説
明
し
ま
す
。
練
習
用
の
三
味
線

を
ご
用
意
し
ま
す
。

◇
日
程　

九
月
か
ら
八
回
（
土
曜

　

夜
）

◇
費
用　

無
料

◇
講
師　

徳
山
流
藤
泉
会
会
主　

　

徳
山
藤
泉

◇
締
切　

八
月
十
五
日
（
月
）

※
申
し
込
み
の
少
な
い
講
座
は
、

実
施
し
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

人
間
国
宝
　
芹
沢
銈
介
展

◇
日
時　

六
月
十
八
日
（
土
）
～

　

九
月
四
日
（
日
）

◇
会
場　

光
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

◇
入
館
料
が
必
要

第
三
十
九
回
　
飛
騨
吟
剣
詩
舞
連

合
会
発
表
会

◇
日
時　

六
月
二
十
五
日
（
土
） 

　

午
前
九
時
三
十
分
～

◇
会
場　

文
化
会
館
小
ホ
ー
ル

◇
入
場
無
料

飛
騨
ハ
ン
ヤ
節
復
活
披
露
祭

◇
日
時　

七
月
三
日
（
日
）

　

午
後
一
時
三
十
分
～

◇
会
場　

文
化
会
館
大
ホ
ー
ル

◇
料
金　

全
席
自
由
三
千
円

第
四
十
三
回
　
西
川
流
末
広
会

◇
日
時　

七
月
三
日
（
日
）

　

午
後
十
二
時
三
十
分
～

◇
会
場　

文
化
会
館
小
ホ
ー
ル

◇
入
場
無
料

初
心
者
講
座
を
開
講


